
　日野町の春まつりで特徴的な「ほいのぼり」が
奉納される神社が数か所あります。

4月17日、大屋神社の祭りにも「ほいのぼり」
が奉納され、大字杉では、数日前から住民が集まり、

「ほいのぼり」作りをされていました。
　会議所では、世間話をしながら細長く割った10
ｍ程もある竹ひごにピンクと白のほいを巻き付け
る作業をされていました。
　当日は、字のサロン「ほっこりカフェ」も行われ、
鯛そうめんやちらし寿司を食べながらお祭り気分
を味わっておられました。

１．みんなで集まって「ほいのぼり」作り
４．社協会費・日本赤十字社会費へのご協力のお願い 
６．ほっこりカフェ報告・お知らせ / つなはぐ
８．相談のご案内 / 善意銀行だより / つなはぐ基金 / 共募オリジナル募金箱を募集

２.３．令和８年度日野町社会福祉協議会事業計画・予算
５．民生委員だより / ひだまりだより
７．広報のタイトル文字を募集 / サロン・イベント用品の貸し出し
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住民の参加と自治に根ざした　やさしさとぬくもりのある福祉まち　日野
“困ったときはお互いさま　支え合う　地域づくりを”

　日本の人口が減少局面に入ったと言われる中にあって、社会福祉・地域福祉を取り巻く様々な課題に対応するこ
とが求められています。
　人口・世帯構造を見ると、高齢化率３０％を超える超高齢社会が進展し、単身世帯等の増加による社会的孤立リ
スクの高まり、地域の「支え手」「担い手」である現役世代の減少も課題となっています。
　福祉に求められるニーズも複雑多様化しており、生活困窮、虐待、ヤングケアラー等、既存の制度（高齢・障
害・児童等）では対応できなくなっており、複合的な課題に対応し、制度の縦割りを打破した一体的支援体制の構
築が求められています。
　地域を見ると、住民の方々が拠り所としていた対面活動・つながり等がコロナ禍で希薄化してしまいました。多
世代交流型の居場所づくり等による「つながり」の再構築が必要となっています。また、近年の災害リスクを踏ま
え、災害に強い地域づくりを連携して進めることが不可欠です。さらに、身寄りのない高齢者の増加等に伴い、権
利擁護の重要性も大きな課題です。
　このような中、当協議会は「困ったときはお互いさま」を合言葉に、支え合う地域づくりを目指し、地域住民を
始め、ボランティア、民生委員・児童委員や福祉協力員、字福祉会、地区社協、福祉関係団体や行政等と「連携・
協働」しながら、地域住民主体の活動を推進し伴走支援を進めます。
　また、令和８年度は第４次地域福祉活動計画の最終年です。これまでの取り組みの評価・検証を行うとともに、
町の第４期地域福祉計画等と連動した「第５次地域福祉活動計画」の策定に向けた取り組みを進めます。
　さらに、複合的な課題に対応し地域共生社会の実現に向け、町が進める「重層的支援体制整備事業」の大きな柱
である「地域づくり支援」を担うとともに、災害ボランティアセンターの体制整備等の災害支援体制の充実に努め
ます。

令和8年度　一般会計予算　　総額：284,041,000 円 

20%介護保険サービス等の
提供による収入

155,401

介護保険サービス等を
提供するための支出

155,401

事業実施のための
補助金・受託金

86,082

法人運営・地域福祉活動推進
のための支出

73,470

障害福祉サービス等の
提供による収入

9,106

福祉活動への助成金
16,281

障害福祉サービス等を
提供するための支出

9,106

その他の支出
29,783

町民や法人からの会費3,640

町民や法人からの寄附金 400

その他の収入
29,412

1.法人運営事業
●会務の運営
●事業継続計画（BCP）の見直し 
●職員の研修と人材育成
●研究ならびに情報の収集および提供
●地域福祉権利擁護事業
●広報「福祉ひの」の発行（年５回）

ホームページやSNSの有効活用　
●福祉活動関係団体等への支援と助成

金の交付
●感染症対策の推進・啓発

2.地域福祉事業
●地域福祉活動計画の着実な推進
●地域への福祉学習事業
●住民参加による地域福祉事業
サロンや研修会への支援、命のバト
ンの設置、「心ふれあう福祉のつど
い」の開催支援等

●心配ごと相談事業
よろず相談、法律相談、常設相談等

●セーフティネット関係事業
生活困窮者自立相談支援事業
　緊急用食料品等給付事業
●ふれあい通所サロン、ほっこりカ

フェの開催
●子育て支援事業
おもちゃ図書館の開催、子育て支援
団体との連携

●重層的支援体制整備事業
地域づくり事業、多機関協働事業へ
の参画

3.ボランティアセンター事業
ボランティア講座の開催
ボランティア団体連絡協議会への支援
ボランティアグループへの助成
ボランティアの育成

4.生活福祉資金貸付事業
（滋賀県社会福祉協議会から受託事業）
生活に困窮する世帯に対しての資金の
貸付や相談支援

5.善意銀行運営事業
善意銀行の周知、善意銀行運営委員会
の開催、生活困窮者への食糧支援、備
品等の整備と貸出し、ひとり暮らし高
齢者等への非常ベル・ブザー等の設
置、住宅災害見舞金の支給、ひとり親
家庭への子育て支援

6.勤労福祉会館管理受託事業
日野町勤労福祉会館の指定管理者とし
ての適切な運営管理、貸館利用のPR

7.共同募金配分金事業
敬老訪問、百歳祝、ひとり暮らし高齢
者防火訪問、障がい児学童クラブ助
成、こどもの日の行事助成、児童遊園
地整備助成、福祉教育推進校活動助
成、子育てサロン活動助成、こんにち
は赤ちゃん訪問、赤いベンチ整備事業
等の住民全般福祉活動

8.みんなの福祉応援基金運営事業
（つなはぐ基金）
●人をつなぐ活動（研修会やボラン

ティア活動への助成）
●地域をつなぐ活動（居場所づくり費

用）
●食をつなぐ活動（子ども食堂、配食

サービス助成）

9.その他の委託事業（町受託事業）
●介護予防事業
　おたっしゃ教室等開催、フォロー
（アップ）教室等の継続開催支援
　認知症予防「脳いきいきゲームリー
ダー養成講座」等の開催

●地域支え合い事業
　生活支援コーディネーターを配置
し、地域における協議体の設置、関
係強化を図る

●つながり・ささえあい事業
　重層支援体制整備事業として、社協
の培ってきた地域福祉活動に基づく
多様な主体が共同できる仕組みづく
り

10.介護保険事業
●居宅介護支援事業（居宅介護支援

サービスひだまり）
●訪問介護・訪問介護相当サービス事

業
（ホームヘルパーステーションひだま

り）

11.障害者総合支援事業
障害者（児）等居宅介護事業

12.在宅生活支援事業
●障害者移動支援事業（町受託事業）
●福祉輸送事業

13.その他の事業等
町および県社協と連携した防災対策や
防災訓練
地域と連携した防災対策
町および県社協と連携した災害援助
災害ボランティアセンター設置マニュ
アルに基づく、住民やボランティアと
の連携

14.その他団体への支援
●民生委員児童委員協議会事務局
●日本赤十字社滋賀県支部日野町分区

事務
●日野町赤十字奉仕団活動支援
●日野町共同募金委員会事業運営支援
　ア．赤い羽根共同募金活動
　イ．歳末たすけあい募金活動
　ウ．歳末たすけあい募金配分事業

15.その他
その他関係機関との連携と適正な事業
の推進に努める
●日野町社会福祉施設等連絡協議会へ

の協力
●社会を明るくする運動の推進
●日野町福祉関係事業への協力と参加
ア．日野町地域医療・介護・福祉連
携ネットワーク研究会（わたむ
きねっと）への参加

　イ．日野町地域ケア会議への参加
●みんなの食堂ネットワーク事業への

協力と参加
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住民の参加と自治に根ざした　やさしさとぬくもりのある福祉まち　日野
“困ったときはお互いさま　支え合う　地域づくりを”

　日本の人口が減少局面に入ったと言われる中にあって、社会福祉・地域福祉を取り巻く様々な課題に対応するこ
とが求められています。
　人口・世帯構造を見ると、高齢化率３０％を超える超高齢社会が進展し、単身世帯等の増加による社会的孤立リ
スクの高まり、地域の「支え手」「担い手」である現役世代の減少も課題となっています。
　福祉に求められるニーズも複雑多様化しており、生活困窮、虐待、ヤングケアラー等、既存の制度（高齢・障
害・児童等）では対応できなくなっており、複合的な課題に対応し、制度の縦割りを打破した一体的支援体制の構
築が求められています。
　地域を見ると、住民の方々が拠り所としていた対面活動・つながり等がコロナ禍で希薄化してしまいました。多
世代交流型の居場所づくり等による「つながり」の再構築が必要となっています。また、近年の災害リスクを踏ま
え、災害に強い地域づくりを連携して進めることが不可欠です。さらに、身寄りのない高齢者の増加等に伴い、権
利擁護の重要性も大きな課題です。
　このような中、当協議会は「困ったときはお互いさま」を合言葉に、支え合う地域づくりを目指し、地域住民を
始め、ボランティア、民生委員・児童委員や福祉協力員、字福祉会、地区社協、福祉関係団体や行政等と「連携・
協働」しながら、地域住民主体の活動を推進し伴走支援を進めます。
　また、令和８年度は第４次地域福祉活動計画の最終年です。これまでの取り組みの評価・検証を行うとともに、
町の第４期地域福祉計画等と連動した「第５次地域福祉活動計画」の策定に向けた取り組みを進めます。
　さらに、複合的な課題に対応し地域共生社会の実現に向け、町が進める「重層的支援体制整備事業」の大きな柱
である「地域づくり支援」を担うとともに、災害ボランティアセンターの体制整備等の災害支援体制の充実に努め
ます。

令和8年度　一般会計予算　　総額：284,041,000 円 

20%介護保険サービス等の
提供による収入

155,401

介護保険サービス等を
提供するための支出

155,401

事業実施のための
補助金・受託金

86,082

法人運営・地域福祉活動推進
のための支出

73,470

障害福祉サービス等の
提供による収入

9,106

福祉活動への助成金
16,281

障害福祉サービス等を
提供するための支出

9,106

その他の支出
29,783

町民や法人からの会費3,640

町民や法人からの寄附金 400

その他の収入
29,412

1.法人運営事業
●会務の運営
●事業継続計画（BCP）の見直し 
●職員の研修と人材育成
●研究ならびに情報の収集および提供
●地域福祉権利擁護事業
●広報「福祉ひの」の発行（年５回）

ホームページやSNSの有効活用　
●福祉活動関係団体等への支援と助成

金の交付
●感染症対策の推進・啓発

2.地域福祉事業
●地域福祉活動計画の着実な推進
●地域への福祉学習事業
●住民参加による地域福祉事業
サロンや研修会への支援、命のバト
ンの設置、「心ふれあう福祉のつど
い」の開催支援等

●心配ごと相談事業
よろず相談、法律相談、常設相談等

●セーフティネット関係事業
生活困窮者自立相談支援事業
　緊急用食料品等給付事業
●ふれあい通所サロン、ほっこりカ

フェの開催
●子育て支援事業
おもちゃ図書館の開催、子育て支援
団体との連携

●重層的支援体制整備事業
地域づくり事業、多機関協働事業へ
の参画

3.ボランティアセンター事業
ボランティア講座の開催
ボランティア団体連絡協議会への支援
ボランティアグループへの助成
ボランティアの育成

4.生活福祉資金貸付事業
（滋賀県社会福祉協議会から受託事業）
生活に困窮する世帯に対しての資金の
貸付や相談支援

5.善意銀行運営事業
善意銀行の周知、善意銀行運営委員会
の開催、生活困窮者への食糧支援、備
品等の整備と貸出し、ひとり暮らし高
齢者等への非常ベル・ブザー等の設
置、住宅災害見舞金の支給、ひとり親
家庭への子育て支援

6.勤労福祉会館管理受託事業
日野町勤労福祉会館の指定管理者とし
ての適切な運営管理、貸館利用のPR

7.共同募金配分金事業
敬老訪問、百歳祝、ひとり暮らし高齢
者防火訪問、障がい児学童クラブ助
成、こどもの日の行事助成、児童遊園
地整備助成、福祉教育推進校活動助
成、子育てサロン活動助成、こんにち
は赤ちゃん訪問、赤いベンチ整備事業
等の住民全般福祉活動

8.みんなの福祉応援基金運営事業
（つなはぐ基金）
●人をつなぐ活動（研修会やボラン

ティア活動への助成）
●地域をつなぐ活動（居場所づくり費

用）
●食をつなぐ活動（子ども食堂、配食

サービス助成）

9.その他の委託事業（町受託事業）
●介護予防事業
　おたっしゃ教室等開催、フォロー
（アップ）教室等の継続開催支援
　認知症予防「脳いきいきゲームリー
ダー養成講座」等の開催

●地域支え合い事業
　生活支援コーディネーターを配置
し、地域における協議体の設置、関
係強化を図る

●つながり・ささえあい事業
　重層支援体制整備事業として、社協
の培ってきた地域福祉活動に基づく
多様な主体が共同できる仕組みづく
り

10.介護保険事業
●居宅介護支援事業（居宅介護支援

サービスひだまり）
●訪問介護・訪問介護相当サービス事

業
（ホームヘルパーステーションひだま

り）

11.障害者総合支援事業
障害者（児）等居宅介護事業

12.在宅生活支援事業
●障害者移動支援事業（町受託事業）
●福祉輸送事業

13.その他の事業等
町および県社協と連携した防災対策や
防災訓練
地域と連携した防災対策
町および県社協と連携した災害援助
災害ボランティアセンター設置マニュ
アルに基づく、住民やボランティアと
の連携

14.その他団体への支援
●民生委員児童委員協議会事務局
●日本赤十字社滋賀県支部日野町分区

事務
●日野町赤十字奉仕団活動支援
●日野町共同募金委員会事業運営支援
　ア．赤い羽根共同募金活動
　イ．歳末たすけあい募金活動
　ウ．歳末たすけあい募金配分事業

15.その他
その他関係機関との連携と適正な事業
の推進に努める
●日野町社会福祉施設等連絡協議会へ

の協力
●社会を明るくする運動の推進
●日野町福祉関係事業への協力と参加
ア．日野町地域医療・介護・福祉連
携ネットワーク研究会（わたむ
きねっと）への参加

　イ．日野町地域ケア会議への参加
●みんなの食堂ネットワーク事業への

協力と参加
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会費はこのような事業に使われます☆（令和８年度見込み）

社協会費にご協力をお願いします

日本赤十字社会費（活動資金）にご協力をお願いします

　日野町社会福祉協議会では、町民の皆さまからお寄せいただく会費を貴重な財源として、「住民の参加と自
治に根ざした、やさしさとぬくもりのある福祉のまち 日野」を推進するために様々な事業を行っています。
　皆さまからお寄せいただく会費は、住民主体の活気ある地域づくりや地域支援事業等の推進を図るために、
欠かすことのできない大切な財源です。
　出費多端の折と存じますが、ご理解ご協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。

　日本赤十字社のいのちを救う様々な活動は、皆さまからの継続的な支援に支えられており、
「いざ」というときの迅速で最適な支援や普段からの備えを可能にします

災害時はもちろん、日頃から地域・学校で
活躍するボランティアを育成します

ボランティア育成

救援物資の配布
未来を担う子どもたちへ、自然災害の正し
い知識と自ら考え生き抜く力を育成します

子どもたちへの防災教育

被災地の医療ニーズに合わせ、救護所の設
置や巡回診療を行います

医療救護

皆さまからお寄せいただく
資金は、「災害救護活動」
をはじめ、苦しむ人を救う
さまざまな活動に大切に使
わせていただきます

今後、発生が予想される

大規模災害に
備えるためにも…

ボランティア育成

子どもたちへの防災教育
救援物資の配布

医療救護

No
.

No
.60 日野町民生委員児童委員協議会　事務局

日野町社会福祉協議会
☎ 0748-52-1219

笑顔に会いたくて
日野地区民生委員・児童委員　野田　さとこ

　民生委員・児童委員をお引き受けして、二期目にな
りますが、まだまだしっかり取り組めていない事も多
いと感じています。
　そんな中でも、この役をして良かったと思うことが
あります。
　日野地区では、小学校の一学期と二学期の初めに登
下校の見守りを行っています。交通量の多い交差点に
立ったり、登校班と一緒に小学校まで行ったりして、
子どもたちとお互いの顔を覚える機会にもなっていま
す。
　毎日顔を合わせていると、次第に打ち解けてくれ
て、最後の日には「ずっと来て！」と言ってくれる子

どもさんもいて、うれし
くなります。
　「小学生の列に車が…」という報道も多いですが、
日野町の通学路も決して安全という訳ではありませ
ん。白線が引いてあるだけの道も多く、時間帯も通勤
時間と重なるため、危険と隣り合わせです。
　子どもたちも充分注意していますが、私たち大人も
車を運転する時は、歩行者と間隔を取る・減速するな
どの配慮を怠らないことが大切です。
　こうした事で、笑顔あふれる日野町になることを
願っています。

ひだまり事業所
TEL 0748-52-5556 ひだまりだより

　4 月１日から、日野町社
協ひだまり事業所でケアマ
ネジャーとして働いていま
す。
　これまでは、介護老人福
祉施設や看護小規模多機能

型居宅介護などで介護の仕事をしてきました
が、地域に根差した支援ができるケアマネ
ジャーを目指して転職を決意しました。
　ケアマネジャーの仕事は幅広いですが、私が
大切にしているのは、ご本人やご家族の悩みや
困りごとに寄り添い、住み慣れた場所で安心し
て暮らし続けられるよう一緒に考えていくこと
です。
　また、どんな支援が必要かをわかりやすく計

介護支援専門員　田中　収人
居宅介護支援サービス ひだまり

しゅう と

画にまとめたり、サービスを提供する人たちや
関係する機関と協力し合い、地域の皆さまに助
けていただきながら、その方の暮らし全体を支
えていく役割も担っています。
　働く環境も大きく変わりましたが、上司や先
輩方が丁寧に教えてくださり、安心して一つひ
とつの仕事を覚えているところです。一歩ずつ
確実に成長し、皆さまに「日野町社協に相談し
てよかった」「日野町でよかった」と思ってい
ただけるケアマネジャーを目指して、日々努力
していきたいと思っています。
　地域の皆さまにお会いできること、そして日
野町のことをもっと知っていけることを楽しみ
にしています。まだまだ未熟ではありますが、
どうぞ末永くよろしくお願いいたします。

法 人 運 営 事 業 26% 福祉団体活動への助成、地域福祉権利擁護事業の実施等

地域福祉活動事業 74%
よろず相談、法律相談、ちいきふくし講座、福祉協力員研修の開催、
地区社協・字福祉会・いきいきサロン・子育てサロン活動等への助成、
福祉のつどい開催、地域福祉活動計画策定費用等

合　　計 100% 社協の行う事業は、公式 Instagramでも報告させていただいていま
す。 ぜひ、こちらもご覧ください。➡

決して強制ではありませんが、社協の活動にご理解いただき、ご協力をお願いします。
●個人会費：１口 1,000 円（世帯）　●賛助会費：１口 5,000 円（法人）
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会費はこのような事業に使われます☆（令和８年度見込み）

社協会費にご協力をお願いします

日本赤十字社会費（活動資金）にご協力をお願いします

　日野町社会福祉協議会では、町民の皆さまからお寄せいただく会費を貴重な財源として、「住民の参加と自
治に根ざした、やさしさとぬくもりのある福祉のまち 日野」を推進するために様々な事業を行っています。
　皆さまからお寄せいただく会費は、住民主体の活気ある地域づくりや地域支援事業等の推進を図るために、
欠かすことのできない大切な財源です。
　出費多端の折と存じますが、ご理解ご協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。

　日本赤十字社のいのちを救う様々な活動は、皆さまからの継続的な支援に支えられており、
「いざ」というときの迅速で最適な支援や普段からの備えを可能にします

災害時はもちろん、日頃から地域・学校で
活躍するボランティアを育成します

ボランティア育成

救援物資の配布
未来を担う子どもたちへ、自然災害の正し
い知識と自ら考え生き抜く力を育成します

子どもたちへの防災教育

被災地の医療ニーズに合わせ、救護所の設
置や巡回診療を行います

医療救護

皆さまからお寄せいただく
資金は、「災害救護活動」
をはじめ、苦しむ人を救う
さまざまな活動に大切に使
わせていただきます

今後、発生が予想される

大規模災害に
備えるためにも…
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.60 日野町民生委員児童委員協議会　事務局

日野町社会福祉協議会
☎ 0748-52-1219

笑顔に会いたくて
日野地区民生委員・児童委員　野田　さとこ

　民生委員・児童委員をお引き受けして、二期目にな
りますが、まだまだしっかり取り組めていない事も多
いと感じています。
　そんな中でも、この役をして良かったと思うことが
あります。
　日野地区では、小学校の一学期と二学期の初めに登
下校の見守りを行っています。交通量の多い交差点に
立ったり、登校班と一緒に小学校まで行ったりして、
子どもたちとお互いの顔を覚える機会にもなっていま
す。
　毎日顔を合わせていると、次第に打ち解けてくれ
て、最後の日には「ずっと来て！」と言ってくれる子

どもさんもいて、うれし
くなります。
　「小学生の列に車が…」という報道も多いですが、
日野町の通学路も決して安全という訳ではありませ
ん。白線が引いてあるだけの道も多く、時間帯も通勤
時間と重なるため、危険と隣り合わせです。
　子どもたちも充分注意していますが、私たち大人も
車を運転する時は、歩行者と間隔を取る・減速するな
どの配慮を怠らないことが大切です。
　こうした事で、笑顔あふれる日野町になることを
願っています。

ひだまり事業所
TEL 0748-52-5556 ひだまりだより

　4 月１日から、日野町社
協ひだまり事業所でケアマ
ネジャーとして働いていま
す。
　これまでは、介護老人福
祉施設や看護小規模多機能

型居宅介護などで介護の仕事をしてきました
が、地域に根差した支援ができるケアマネ
ジャーを目指して転職を決意しました。
　ケアマネジャーの仕事は幅広いですが、私が
大切にしているのは、ご本人やご家族の悩みや
困りごとに寄り添い、住み慣れた場所で安心し
て暮らし続けられるよう一緒に考えていくこと
です。
　また、どんな支援が必要かをわかりやすく計

介護支援専門員　田中　収人
居宅介護支援サービス ひだまり

しゅう と

画にまとめたり、サービスを提供する人たちや
関係する機関と協力し合い、地域の皆さまに助
けていただきながら、その方の暮らし全体を支
えていく役割も担っています。
　働く環境も大きく変わりましたが、上司や先
輩方が丁寧に教えてくださり、安心して一つひ
とつの仕事を覚えているところです。一歩ずつ
確実に成長し、皆さまに「日野町社協に相談し
てよかった」「日野町でよかった」と思ってい
ただけるケアマネジャーを目指して、日々努力
していきたいと思っています。
　地域の皆さまにお会いできること、そして日
野町のことをもっと知っていけることを楽しみ
にしています。まだまだ未熟ではありますが、
どうぞ末永くよろしくお願いいたします。
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ほっこりカフェ

　３月 27日、日野町役場主催の会議にて、超高齢社会体験ゲーム「コミュニティコー
ピング」の体験会を行いました。
　「コミュニティコーピング」とは、一般社団法人コレカラ・サポートが開発された、ゲー
ムの中に出てくる住民さんの悩みを聞き、人と地域資源をつなげることで「社会的孤立」を解消する協
力型のボードゲームです。
　令和７年度に社協職員３名が認定ファシリテーター（ゲームを進行する役割）の資格を取得し、この
日が初めての実践の場でした。
　ゲームを体験された方からは、「地域の中で悩み事を抱えた方の話を聞くには、その方の普段の様子を
知っていないと気付けない」、「いつでも声を掛けやすい関係づくりが必要だ」という意見が出ました。
　社協では福祉協力員さんを中心に、地域の中で“声掛け・見守り”をしていただくようお伝えしていま
す。このゲームを通じて改めて、“声掛け・見守り”の大切さを実感しました。
　今後、地区社協をはじめ、各地域へも「コミュニティコーピング」を広めていきたいと考えています
ので、お声掛けください。

　ご家族の介護をされている介護者同士の交流の場と情報交換の場とし
て開いています。

　今回は、頑張っている自分へのご褒美として「セルフ耳つぼほぐし」を耳ツボセラピストの森岡千沙
氏に教えていただきました。
　耳ほぐし体操の後、耳の模型で症状別に具
体的なマッサージ方法を聞きながらほぐして
いきました。
　参加者からは、「体が温まる！」「よい企
画をしてくれはったわー」と好評でした。
　その後、ケーキとコーヒーをいただきなが
ら、情報交換され、皆さんの会話もはずんで
いました。

「社会的孤立」を解消する協力型ゲーム
「コミュニティコーピング」体験会

「社会的孤立」を解消する協力型ゲーム
「コミュニティコーピング」体験会

ち さ

コミュニティコーピングに
ついて、詳しくはこちらを
ご覧ください▼
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レクリエーション用品ご利用ください
　日野町社会福祉協議会では、地域でのイベントやサロンで活用していただけるレクリ
エーション用品の貸出しを行っています。
　備品の種類、貸し出し・返却にあたっての問い合わせは、
●イベント用貸出し備品の場合は、総務課（電話：５２－８０８０）
●サロン用貸出し備品の場合は、地域福祉課（電話：５２－１２１９）まで。

⬇

わたがし機

⬇

シャッフル&ゴルフ

⬇

コミュニケーション麻雀

⬇

ラダーゲッター

⬇

ポップコーン機

⬇

かき氷機（ブロック氷用）

このほか…
・たいやき機
・たこやき機
・やきとり用コンロ
・鉄板

・唱歌カルタ ・思い出カルタ
・四字熟語合わせ
・じゃんけんらくらく将棋
・魚魚合わせ ・十二支ビンゴ
・室内ペタンク ・たいこ相撲
・釣りっこ ・輪投げ
・スカットボール
・手裏剣ダーツ
・新日本トランプ
・サンタクロース衣装（使用料500円）
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善意銀行だより

オリジナル募金箱　大募集！

相 談 の ご 案 内
〜お気軽にご相談ください〜

法律相談（要予約）
法律的な専門知識が必要な相談を受付けています。
＊相談日　①６月15日(月)　②７月21日(火)

③８月17日(月)
＊相談時間　午後１時30分～午後４時まで

１人あたり30分(各日先着５名まで)
＊相談場所　日野町勤労福祉会館応接室
＊相談員　　京町法律事務所弁護士
＊まずは日野町社会福祉協議会までご連絡ください。

あらかじめ相談概要をお伺いします。
申し込み締切日は相談日の１週間前の午前中になります。

滋賀県社会福祉協議会では、新しい知識と教養を身につ
け、地域の担い手として活躍できるよう支援するため、滋
賀県レイカディア大学を開設しています。
＊修業年限　2026年10月～2028年9月の２年間
＊入学対象　60歳以上の県内在住者

（2026年10月1日現在）
＊応募期間　2026 年 6 月１日（月）～ 7 月 31 日（金）必着
＊申し込み・お問合せ先　滋賀県レイカディア大学

　草津キャンパス
　　　草津市笠山7-8-138（県立長寿社会福祉センター内）
　　　電話　077-567-3901　

　彦根キャンパス
　　　彦根市大東町2-28（COZY TOWN アル・プラザ彦根４階）
　　　電話　0749-21-6333
入学願書は、市町高齢福祉担当課、市町社会福祉協議会などで配布
しており、びわこシニアネット（https://www.e-biwako.jp/）か
らもダウンロードできます。
必要事項ご記入のうえ、草津または彦根キャンパス
まで郵送してください。（持参可）

日野町共同募金委員会では、10月～12月に実施する赤い羽根共同募金
運動期間中に活用させていただくオリジナル募金箱を募集します。
たくさんのご応募お待ちしております。
期間：7 月 10日（金）～ 9 月４日（金）　募集対象：町内に在住・在学・在勤の方
大きさ：一辺が20cm以内で、投入口・取出し口があること
出品応募先：日野町共同募金委員会（勤労福祉会館１階日野町社会福祉協議会内）まで

お持ちください。

よろず相談（予約不要）
暮らしの困りごとや悩みなど、お気軽にご相談ください。

＊相談日時
　第３以外の木曜日(祝日を除く)
　第２・４木曜日は、特設人権相談所も併設しています。
　午前９時～正午まで(受付締め切り時間は11時30分)
＊相談場所　日野町勤労福祉会館応接室
＊よろず相談は予約不要です。
　相談のある方は直接会場へお越しください。

日野町社会福祉協議会　TEL 52-8080

ご寄付ありがとうございます
令和８年２月1日～令和８年４月30日まで

「つなはぐ基金」

滋賀県レイカディア大学
48期生募集！

令和 8 年 2 月 1 日～令和 8 年 4 月 30 日まで

ご寄付ありがとうございます

滋賀銀行
日野支店さんから

カーブスフレンドタウン
日野さんから

詳しくはこちらから➡

〔現金預託〕 ＜順不同敬称略＞
預　託　者 金　　額
匿　名 1,000 円
明日葉会 10,238 円

〔物品預託〕 ＜順不同敬称略＞
預　託　者 物　品　名

カーブスフレンドタウン日野 食料品
滋賀銀行日野支店 食料品
榎　和伸 米 30Kg

匿　　名　　4件 食料品・米 60kg
洗剤

　善意銀行への温かいご寄付ありがとうございます。皆
さまの善意を地域福祉向上に役立てていきます。
　また、皆さまからのいただきものは町内施設や社協事
業などで使わせていただきます。

〔現金のご寄付〕 ＜順不同敬称略＞

善意の交換所 3,703 円

JEANIE 5,285 円

〔お野菜のご寄付〕 ＜順不同敬称略＞

匿　　名　　７件 大豆・黒豆・小豆
大根 45本・白菜５個
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